
   太子町における 

     合理的配慮について 

  太子町リーディングチーム  



   町立幼稚園の合理的配慮 

     太子町立幼稚園  



≪個人の棚≫   

 

 棚に帽子や通園バックのイラストをはる 

 ことで、身の回りの始末をスムーズ 

 に行うことができる。 

 特に３歳児入園当初の幼児にとって 

 は覚えやすい。 

 



≪トイレ≫ 

 トイレに上靴やスリッパを置く 

 場所をイラストやテープで示す 

 ことで、入口の混雑をなくし、 

 順番を守って排泄することがで 

 きる。 

 



≪お道具箱≫ 

 お道具箱の底にイラストを描いた紙を敷くことで、はさみやのり、 

 クレパスを整理して置くことができる。 

 



≪絵本室の本棚≫ 

 絵本と棚に同じ色のシールを貼ることで、もとの場所へ返
却することができる。 

 



≪保育室、遊びコーナーの棚≫ 

 粘土ローラーや、セロテープ、ブロックやパズルなど、遊びコーナーの
棚に写真や文字をはることで、必要な物を見つけやすく、片づけもス
ムーズに行うことができる。 

          



本校における基礎的環境整備と 

合理的配慮について 

      学校名：太子町立 山田小学校 



身障者用 トイレ 



身障者用 駐車場 



スロープ 



エレベーター 



段差なく体育館やプールへ 



イヤーマフ 

余計な聴覚の情報を 

カットする 



本読みの補助具 

今自分が読んでいると
ころをわかりやすくす
る。 



タブレット 

漢字の書き順を順番
に書いていったり 

 

算数では立体や図形
を視覚的にわかりや
すくしている。 



目隠し 
棚の中の 

余計なものが 

視覚に入らないよう
にガラスの部分に白
い紙を貼る。 



パーテーション 

他の余計な視覚情報が 

入らないように 

児童の横や前に置く。 



ホワイトボード 

目が見えづらい児童に 

対して手元で大きく 

漢字や文字、数字を書き、
見やすくしている。 



授業予定カード 

授業の流れを視覚的にわ
かるようにしている。 

終わればチェックを自分
でいれる。 



水筒置場ボックス 

水筒の置く場所を固定し、 

視覚的にわかりやすくして
いる。 



ルビ付き教科書 
漢字が読めない児童に対して行間を空け、
読みがなをふっている。 



合理的配慮の取り組み 
 

 

 

 
太子町立磯長小学校 



    合理的配慮 事例① 

 

・デジタル教科書のルビありのものを
印刷して利用したり、教科書の漢字に
ルビを振ったりするなどした。 

 →スムーズに読めることで学習によ
り集中して取り組めるようになってい
る。 

  

 

      



    合理的配慮 事例② 

 

・ノートのマスの大きさを一人ひとり
の実態に合わせて変える。 

 →自分に合ったサイズなので無理な

く取り組めた。マスを意識して書けて
いた。 

  今後、少しずつ小さなマスに書く
ことにも取り組ませていきたい。 

 

      



    合理的配慮 事例③ 

 

・パーテーションを立てて、集中して
学習できる環境をつくる。 

 →複数人が同じ教室で学習していて

も、パーテーションを立てることで周
りの声を遮断でき、より集中して学習
に取り組むことができた。 

       



   町立中学校における 

      合理的配慮について 

     太子町立中学校  



①教科書の漢字にルビをふる。   

 

 

小学校２年生程度の漢字は読める生徒に対して、授業で使う教科書にルビ
を振っている。本人は役に立つ、うれしいと言っている。プリントやワー
クについても手分けして実施している。 



②トレーシングペーパーを使って、漢字の形やバランスの 

 大切さを理解し、書き順を確かめる。  

 

 一定の枠の中に、字をおさめることが苦手な生徒に対して、トレーシン
グペーパーを使用して、文字の形のバランスや書き順の大切さを、実感
させるために行っている。口という漢字を一筆書きでかく癖が染みつい
ている。トレーシングペーパーは、消しゴムで消せば何度も使用できる
ので、便利である。 

 



③カーボン紙を使って、形を写し採色するという作業を通し
て 、注意力を高める。 

 何事にも自信がもてず、することが雑に 

 なりがちの生徒であった。アニメに興味 

 があり、自分でもその絵を描きたいとい 

 う意欲を知り、カーボン紙で形を写し、 

 それに彩色するという作業を行った。 

 何度か行ううちに、はじめのころとはう 

 って変わり、長時間集中して細かな作業 

 が行えるようになってきた。 

 この写真が作品である。 

 

 


